
(57)【要約】

本発明は、特に安全上重要な用途に適している、ＲＡＭ

モジュールにデータ語を記憶する方法に関し、少なくと

も１つのデータ語をＲＡＭモジュールに書き込む際に少

なくとも１つのデータ語からチェックビット語を発生し

、チェックビット語を記憶し、ＲＡＭモジュールから少

なくとも１つのデータ語を読み出す際に前記チェックビ

ット語を読み出し、読み出された少なくとも１つのデー

タ語から、チェックビット語を新たに発生し、読み出さ

れた前記チェックビット語を新たに発生した前記チェッ

クビット語と比較し、この両チェックビット語が一致し

ないときに、エラーメッセージを発生することを特徴と

する。本発明は更に、対応する回路装置に関する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に デ ー タ 語 を 記 憶 す る 方 法 に お い て 、
少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 を Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に 書 き 込 む 際 に 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語
か ら チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 発 生 し 、
チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 記 憶 し 、
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル か ら 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 を 読 み 出 す 際 に 前 記 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を
読 み 出 し 、
読 み 出 さ れ た 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 か ら 、 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 新 た に 発 生 し 、
読 み 出 さ れ た 前 記 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 新 た に 発 生 し た 前 記 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 と 比 較 し 、 こ
の 両 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 が 一 致 し な い と き に 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 が パ リ テ ィ ビ ッ ト の 決 定 に よ っ て 発 生 さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
各 デ ー タ 語 か ら １ つ の ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 を 発 生 し 、 こ の 場 合 各 々 の デ ー タ 半 語 か ら そ れ
ぞ れ １ つ の パ リ テ ィ ビ ッ ト を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
多 数 の デ ー タ 語 か ら １ つ の パ リ テ ィ 語 を 発 生 し 、 こ の パ リ テ ィ 語 の パ リ テ ィ ビ ッ ト を そ れ
ぞ れ 、 す べ て の デ ー タ 語 の 同 じ 桁 か ら 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
Ｃ Ｒ Ｃ 語 を 演 算 す る こ と に よ っ て チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
そ の 都 度 多 数 の デ ー タ 語 を １ つ の メ モ リ 語 に ま と め 、 こ の メ モ リ 語 か ら 、 対 応 す る Ｃ Ｒ Ｃ
語 を 演 算 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に デ ー タ 語 を 記 憶 す る た め の 回 路 装 置 に お い て 、
少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 の 書 き 込 み お よ び 読 取 り の 際 に 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 か ら
チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 発 生 す る た め の 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト （ ２ １ ） と 、
デ ー タ 語 の た め の チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 割 り 当 て て 記 憶 す る た め の 多 数 の レ ジ ス タ （ １ １ ｉ
， ６ １ ｉ ） と 、
デ ー タ 語 を 読 み 取 る 際 に 、 割 り 当 て ら れ た チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 、 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト （ ２
１ ） に よ っ て 新 た に 発 生 し た チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 と 比 較 し 、 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 が 一 致 し な い
と き に エ ラ ー メ ッ セ ー ジ （ Ｆ ） を 発 生 す る た め の 第 ２ の 回 路 ユ ニ ッ ト （ ２ ２ ） と を 備 え て
い る こ と を 特 徴 と す る 回 路 層 。
【 請 求 項 ８ 】
多 数 の レ ジ ス タ が 第 １ の ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ レ ジ ス タ （ １ １ ｉ ） に よ っ 形 成 さ れ 、 各 々 の デ
ー タ 語 に １ つ の ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ レ ジ ス タ が 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
７ 記 載 の 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
多 数 の レ ジ ス タ が Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ （ ６ １ ｉ ） に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ ４ 個 の デ ー タ 語
に １ つ の Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ が 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 回 路 装 置
。
【 請 求 項 １ ０ 】
そ れ ぞ れ ４ 個 の デ ー タ 語 を １ つ の メ モ リ 語 と し て 記 憶 す る た め の マ ル チ プ レ ク サ （ ７ １ ）
と 、 １ つ の メ モ リ 語 か ら Ｃ Ｒ Ｃ 語 を 演 算 し 、 割 り 当 て ら れ た Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ （ ６ １ ｉ ， ７
４ ） に Ｃ Ｒ Ｃ 語 を 記 憶 す る た め の Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 （ ７ ３ ） と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
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る 請 求 項 ９ 記 載 の 回 路 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
デ ー タ 語 が ３ ２ ビ ッ ト 語 で あ り 、 Ｃ Ｒ Ｃ 語 が ９ ビ ッ ト 語 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
０ 記 載 の 回 路 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
ビ ッ ト が そ れ ぞ れ す べ て の デ ー タ 語 の 同 じ 桁 か ら 決 定 さ れ る チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 記 憶 す る
た め の 第 ２ の レ ジ ス タ （ １ ２ ） と 、 第 ２ の レ ジ ス タ （ １ ２ ） の 内 容 か ら 決 定 さ れ る チ ェ ッ
ク ビ ッ ト 語 を 記 憶 す る た め の 第 ３ の レ ジ ス タ （ １ ３ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 回 路 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 特 に 安 全 上 重 要 な 用 途 の た め の 、 Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に デ ー タ 語 を 記 憶 す る た め
の 方 法 と 回 路 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
Ｒ Ａ Ｍ （ 随 時 書 込 み 読 み 出 し メ モ リ ） モ ジ ュ ー ル は 一 般 的 に 知 ら れ て お り 、 広 く 普 及 し て
い る 。 Ｒ Ａ Ｍ は 多 数 の 用 途 の た め の デ ー タ を 繰 り 返 し 記 憶 お よ び 読 み 出 す 役 目 を 果 た す 。
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に 記 憶 さ れ た デ ー タ の 安 全 性 は 、 メ モ リ ア ー キ テ ク チ ャ を 設 計 す る 際 に
特 別 な 注 意 を 払 う 必 要 が あ る 。 公 知 の ア ー キ テ ク チ ャ の 場 合 、 デ ー タ 安 全 性 は モ ジ ュ ー ル
の 完 全 に 冗 長 的 な 設 計 に よ っ て 比 較 的 に 確 実 に 保 証 さ れ る 。 こ の 場 合 し か し 、 回 路 コ ス ト
と シ リ コ ン 接 合 の 必 要 性 が 比 較 的 に 高 い と い う 重 要 な 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 根 底 を な す 課 題 は 、 デ ー タ 安 全 性 に 関 す る 制 約 を 受 け 入 れ る こ と な く 、
接 合 の 要 求 が 大 幅 に 少 な い 、 Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に デ ー タ 語 を 記 憶 す る た め の 方 法 と 回 路 装
置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 課 題 は 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 に 従 い 、 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 を Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に
書 き 込 む 際 に 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 か ら チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 発 生 し 、 チ ェ ッ ク ビ ッ ト
語 を 記 憶 し 、 Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル か ら 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 を 読 み 出 す 際 に 前 記 チ ェ ッ
ク ビ ッ ト 語 を 読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 か ら 、 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語
を 新 た に 発 生 し 、 読 み 出 さ れ た 前 記 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 新 た に 発 生 し た 前 記 チ ェ ッ ク ビ ッ
ト 語 と 比 較 し 、 こ の 両 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 が 一 致 し な い と き に 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 発 生 す
る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
課 題 は 更 に 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 に 従 い 、 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 の 書 き 込 み お よ び 読
取 り の 際 に 少 な く と も １ つ の デ ー タ 語 か ら チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 発 生 す る た め の 第 １ の 回 路
ユ ニ ッ ト と 、 デ ー タ 語 の た め の チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 割 り 当 て て 記 憶 す る た め の 多 数 の レ ジ
ス タ と 、 デ ー タ 語 を 読 み 取 る 際 に 、 割 り 当 て ら れ た チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 を 、 第 １ の 回 路 ユ ニ
ッ ト に よ っ て 新 た に 発 生 し た チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 と 比 較 し 、 チ ェ ッ ク ビ ッ ト 語 が 一 致 し な い
と き に エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 発 生 す る た め の 第 ２ の 回 路 ユ ニ ッ ト と を 備 え て い る こ と に よ っ
て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 解 決 策 の 特 別 な 利 点 は 、 冒 頭 に 述 べ た 完 全 に 冗 長 的 な 設 計 の 場 合 と ほ ぼ 同 じ デ ー タ 信
頼 性 で 、 必 要 な シ リ コ ン 接 合 、 ひ い て は 回 路 設 計 努 力 お よ び コ ス ト が 大 幅 に 低 減 さ れ る こ
と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 属 請 求 項 は 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 他 の 詳 細 、 特 徴 お よ び 効 果 は 、 図 に 基 づ く 好 ま し い 実 施 の 形 態 の 次 の 説 明 か ら 明
ら か に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-500623 A 2004.1.8



Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル は 図 １ に 従 っ て 、 多 数 の ３ ２ ビ ッ ト の デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ａ ・ ・ ・ １
０ ｉ ・ ・ ・ １ ０ ｘ か ら な る 語 指 向 の ア レ イ を 含 ん で い る 。 こ の デ ー タ 語 は 互 い に 列 を な し
て 配 置 し て 示 し て あ る 。 各 々 の デ ー タ 語 レ ジ ス タ に は ２ ビ ッ ト の パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ １
ａ ・ ・ ・ １ １ ｉ ・ ・ ・ １ １ ｘ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 そ れ に よ っ て 、 ２ ビ ッ ト の パ リ テ ィ
ア レ イ １ １ が 生 じ る 。 更 に 、 ３ ２ ビ ッ ト の パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ２ が 設 け ら れ 、 こ の パ リ
テ ィ 語 レ ジ ス タ に は ２ ビ ッ ト の パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ が 割 り 当 て ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
デ ー タ 交 換 の た め に 、 こ の 構 造 体 は 公 知 の ご と く バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ に 接
続 さ れ て い る 。 こ の バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト を 介 し て Ｃ Ｐ Ｕ バ ス と の 接 続 を 行 う こ
と が で き る 。 バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ は 更 に 、 図 ２ ， ３ に 示 し た 書 込 み 操 作 お
よ び 読 取 り 操 作 時 に パ リ テ ィ 語 を 発 生 お よ び 比 較 す る た め の 回 路 ユ ニ ッ ト を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に 書 き 込 む た め に 、 図 ２ に 従 っ て 、 当 該 の デ ー タ 語 が ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ
バ ス ２ ０ か ら 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト ２ １ に 送 ら れ る 。 こ の 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 各
々 の デ ー タ 語 に つ い て ２ ビ ッ ト の パ リ テ ィ 語 が 発 生 さ せ ら れ る 。 続 い て 、 デ ー タ 語 は Ｒ Ａ
Ｍ モ ジ ュ ー ル 内 の デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ に 書 き 込 ま れ 、 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 は 関 連 す る
２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ １ ｉ に 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル か ら デ ー タ 語 を 読 み 取 る た め に 、 図 ３ に 従 っ て 、 ア ド レ ス 指 定 さ れ た デ
ー タ 語 が 先 ず 最 初 に 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト ２ １ に 送 ら れ る 。 同 時 に 、 関 連 す る ２ ビ ッ ト パ リ
テ ィ 語 が 第 ２ の 回 路 ユ ニ ッ ト ２ ２ に 伝 送 さ れ る 。 第 １ の 回 路 ユ ニ ッ ト ２ １ で は 、 読 み 出 さ
れ た デ ー タ 語 か ら ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 が 発 生 さ せ ら れ る 。 こ の パ リ テ ィ 語 は 第 ２ の 回 路 ユ
ニ ッ ト ２ ２ に 送 ら れ 、 そ こ で Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル か ら 直 接 読 み 出 さ れ た ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語
と 比 較 さ れ る 。 こ の 両 パ リ テ ィ 語 が 一 致 し て い な い と 、 エ ラ ー 信 号 Ｆ が 発 生 さ せ ら れ る か
ま た は 適 当 な エ ラ ー フ ラ グ が セ ッ ト さ れ る 。 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 が 一 致 す る と 、 読 み 出 さ
れ た デ ー タ 語 が デ ー タ バ ス ２ ０ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ４ で は 、 各 ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 が 第 １ と 第 ２ の １ ６ ビ ッ ト 半 語 Ｈ Ｗ か ら な っ て い る 。 こ
の 場 合 、 各 半 語 か ら ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 の ビ ッ ト Ｂ が 発 生 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ ら の 語 指 向 の パ リ テ ィ を 自 動 的 に 発 生 お よ び 自 動 的 に 比 較 す る こ と に よ り 、 Ｒ Ａ Ｍ モ
ジ ュ ー ル か ら の 読 み 出 し 時 に 、 個 々 の ビ ッ ト 誤 り を 直 ち に “ オ ン ラ イ ン ” で 検 出 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 層 高 い エ ラ ー 防 止 性 を 達 成 す る た め に 、 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 発 生 は 、 各 々 の デ ー タ 語 に つ
い て 多 項 式 で 計 算 さ れ た Ｃ Ｒ Ｃ （ 周 期 的 冗 長 検 査 ） 語 を 有 す る Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク に よ っ て 置
き 換 え る こ と が で き る 。 デ ー タ 語 の 長 さ と Ｃ Ｒ Ｃ 語 の 長 さ の 適 切 な 比 を 達 成 す る た め に 、
メ モ リ ア ー キ テ ク チ ャ は 、 記 憶 さ れ た デ ー タ 語 （ メ モ リ 語 ） の 長 さ が デ ー タ バ ス に お け る
デ ー タ 語 の 長 さ の 数 倍 に な る よ う に 選 定 さ れ る 。 ３ ２ ビ ッ ト の デ ー タ 語 長 さ の 場 合 、 メ モ
リ 語 は 好 ま し く は １ ２ ８ ビ ッ ト の 長 さ を 有 し 、 最 適 な エ ラ ー 防 止 の た め の Ｃ Ｒ Ｃ 語 は ９ ビ
ッ ト の 長 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ は バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ を 介 し て ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ バ ス （ 図 示 し て い な
い ） に 接 続 さ れ た 然 る べ き 構 造 体 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル は 互 い に 列 状 に 配 置 し て 示 し た 多 数 の １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６
０ ａ ・ ・ ・ ６ ０ ｘ か ら な る ア レ イ ６ ０ を 備 え て い る 。 各 々 の メ モ リ 語 レ ジ ス タ に は 、 例 え
ば そ れ ぞ れ ９ ビ ッ ト を 有 す る Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ ６ １ ａ ・ ・ ・ ６ １ ｘ が 割 り 当 て ら れ て い る 。
そ れ に よ っ て 、 Ｃ Ｒ Ｃ ア レ イ ６ １ が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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ア レ イ ６ ０ と バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ の 間 に は 、 ユ ニ ッ ト ７ ０ が 接 続 配 置 さ れ
て い る 。 こ の ユ ニ ッ ト は そ れ ぞ れ ４ つ の ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 の た め の マ ル チ プ レ ク サ ７ １
と 、 ４ つ の ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 を 収 容 す る た め の Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ を 備 え て い る 。
ユ ニ ッ ト ７ ０ は 更 に 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 ７ ３ を 備 え て い る 。 こ の Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 に よ っ て 、
９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 語 が １ ２ ８ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ か ら 公 知 の 計 算 方 法 で 計 算 さ れ
、 バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ に 接 続 さ れ た ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ ７ ４ に 一 時 記
憶 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
書 込 み と 読 取 り 操 作 は 図 ２ ， ３ に 示 し た 方 法 と ほ ぼ 同 じ 方 法 で 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に 書 き 込 む 際 に そ の 都 度 、 バ ス イ ン タ ー フ ェ ー ス ユ ニ ッ ト １ ４ を 経 て 供
給 さ れ た ４ つ の ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 が マ ル チ プ レ ク サ ７ １ に よ っ て 、 １ ２ ８ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ
演 算 レ ジ ス タ ７ ２ に 周 期 的 に 順 々 に 記 憶 さ れ る の で 、 １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 が 生 じ る 。 こ
れ か ら 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 ７ ３ に よ っ て ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 計 算 さ れ 、 ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ
ス タ ７ ４ に 記 録 さ れ る 。 続 い て 、 １ ２ ８ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ の 内 容 が Ｒ Ａ Ｍ ア
レ イ の １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６ ０ ｉ の 一 つ に 記 憶 さ れ 、 ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ
７ ４ の 内 容 が 関 連 す る ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 語 レ ジ ス タ ６ １ ｉ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
新 し い ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 （ ま た は 小 さ な 語 単 位 ） を Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル に 書 き 込 む 際 に 、
当 該 の １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６ ０ ｉ の Ｃ Ｒ Ｃ 語 を 新 た に 計 算 す る 必 要 が あ る 。 こ
れ は 、 新 し い デ ー タ 語 を 書 き 込 む 前 に 先 ず 最 初 に 当 該 の １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６
０ ｉ の 内 容 を 完 全 に 読 み 出 し 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ に 記 憶 し な け れ ば な ら な い こ と を
意 味 す る 。 そ れ に よ っ て 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 ７ ３ に よ っ て 新 し い デ ー タ 語 に 基 づ い て 、 ９ ビ
ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 新 た に 演 算 さ れ 、 Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ ７ ４ に 記 憶 さ れ る 。 両 レ ジ ス タ ７ ２ ， ７
４ の 内 容 は 対 応 す る レ ジ ス タ ６ ０ ｉ ， ６ １ ｉ に 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
新 し い ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 を 書 き 込 む 前 に 、 例 え ば ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 所 定 の 時 間 間 隔
で ト リ ガ さ れ る エ ラ ー チ ェ ッ ク を 行 う べ き で あ る 場 合 に 、 上 述 の よ う に 先 ず 最 初 に 、 当 該
の １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６ ０ ｉ の 内 容 と 、 対 応 す る Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ ６ １ ｉ の 内 容
が 読 み 出 さ れ る 。 続 い て 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 装 置 ７ ３ に よ っ て 新 た に ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 発 生 さ
せ ら れ 、 読 み 出 さ れ た Ｃ Ｒ Ｃ 語 と 比 較 さ れ る 。 こ の 両 Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 一 致 し な い と 、 エ ラ ー 信
号 Ｆ （ ま た は 対 応 す エ ラ ー フ ラ グ ） が 発 生 さ せ ら れ る 。 Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 一 致 す る と 、 上 述 の よ
う に 、 新 し い ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 を 含 む １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 か ら 、 新 し い ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ
Ｃ 語 が 演 算 さ れ 、 両 者 が 対 応 す る １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６ ０ ｉ ま た は Ｒ Ａ Ｍ モ ジ
ュ ー ル の 対 応 す る ９ ビ ッ ト Ｃ Ｒ Ｃ レ ジ ス タ ６ １ ｉ に 読 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
エ ラ ー チ ェ ッ ク は 、 デ ー タ バ ス ２ ０ の Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル か ら デ ー タ 語 を 読 み 出 す べ き と き
に も 行 う こ と が で き る 。 そ の た め に 、 当 該 の デ ー タ 語 を 含 む メ モ リ 語 レ ジ ス タ ６ ０ ｉ の 内
容 は Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ に 伝 送 さ れ 、 そ れ か ら 新 た に Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 演 算 計 算 さ れ る 。 こ
の Ｃ Ｒ Ｃ 語 は 対 応 す る Ｃ Ｒ Ｃ 語 レ ジ ス タ ６ １ ｉ に 記 憶 さ れ た Ｃ Ｒ Ｃ 語 と 比 較 さ れ る 。 両 語
が 一 致 し な い と 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ Ｆ が 発 生 さ せ ら れ る か あ る い は 然 る べ き エ ラ ー フ ラ グ
が セ ッ ト さ れ る 。 両 語 が 一 致 す る と 、 読 み 出 さ れ た ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 が デ ー タ バ ス ２ ０
に 伝 送 さ れ る 。 続 い て 、 Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 レ ジ ス タ ７ ２ の 内 容 が 対 応 す る １ ２ ８ ビ ッ ト メ モ リ 語
レ ジ ス タ ６ ０ ｉ に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は ３ ２ ビ ッ ト デ ー タ 語 の た め の 複 数 の メ モ リ 語 レ ジ ス タ １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ・ ・ ・ １ ０ ｘ
と 、 ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ２ を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 各 々 の 桁 に つ い て 、 例
示 的 に 値 ０ ま た は １ を 有 す る ビ ッ ト が 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ ， ５ に 示 し た 語 指 向 の チ ェ ッ ク ビ ッ ト 発 生 と 異 な り 、 図 ６ で は 、 カ ラ ム 指 向 の パ リ テ
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ィ が 発 生 さ せ ら れ る 。 こ の パ リ テ ィ の 場 合 、 す べ て の デ ー タ 語 の そ れ ぞ れ 同 じ 桁 に つ い て
１ つ の パ リ テ ィ ビ ッ ト が 決 定 さ れ る 。 こ の パ リ テ ィ ビ ッ ト は ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス
タ １ ２ の 関 連 す る 桁 に 書 き 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 が 生 じ る 。 更 に
、 こ の ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 に つ い て 、 語 指 向 の パ リ テ ィ に 関 す る 図 ４ に 基 づ く 説 明 と 同
様 に 、 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 を 発 生 し 、 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ３ （ 図 １ 参 照 ） に 記
憶 す る こ と が で き る 。 前 述 と 同 様 に 更 に 、 図 ５ の 実 施 の 形 態 の 場 合 カ ラ ム 指 向 の パ リ テ ィ
チ ェ ッ ク を １ ２ ８ ビ ッ ト の 長 さ の デ ー タ 語 に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル の １ つ の 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ へ の 新 し い デ ー タ 語 の 書 込 み 中 、 先 ず 最 初 に
Ｒ Ａ Ｍ モ ジ ュ ー ル 内 の 書 き 込 む べ き メ モ リ 桁 の デ ー タ 語 の 内 容 、 す な わ ち 例 え ば ３ ２ ビ ッ
ト デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ と ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ２ の 内 容 が 読 み 出 さ れ る 。
続 い て 、 カ ラ ム 指 向 の ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 が 新 た に 決 定 さ れ て 書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ れ に 続 い て 、 新 し い デ ー タ 語 が 対 応 す る デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ に 再 書 込 み さ れ 、 ３ ２
ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ２ の 内 容 が 新 た に 決 定 さ れ る 。 続 い て 、 ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ
語 に 関 し て 再 び ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ を 発 生 し 、 ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 レ ジ ス タ １ ３ （ 図 １ 参 照
） に 記 憶 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
普 通 の 読 み 取 り 操 作 の 間 、 好 ま し く は エ ラ ー チ ェ ッ ク は 行 わ れ な い 。 付 加 的 な エ ラ ー チ ェ
ッ ク は 、 前 述 の よ う に 例 え ば 読 取 り 操 作 の 間 の 時 点 で 、 す べ て の デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ
の 内 容 を 読 み 出 し 、 カ ラ ム 指 向 の ３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 を 新 た に 発 生 し 、 そ し て パ リ テ ィ
語 レ ジ ス タ １ ２ に 記 憶 さ れ た パ リ テ ィ 語 と 比 較 す る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。 パ リ
テ ィ 語 が 一 致 し な い と 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ Ｆ が 発 生 さ せ ら れ る か あ る い は 適 当 な エ ラ ー フ
ラ グ が セ ッ ト さ れ る 。 パ リ テ ィ 語 が 一 致 す る と 、 読 み 出 さ れ た デ ー タ 語 が デ ー タ バ ス ２ ０
に 伝 送 さ れ る 。 こ こ で 説 明 し た 、 Ｒ Ａ Ｍ 全 体 の カ ラ ム 指 向 の エ ラ ー チ ェ ッ ク に つ い て の 実
施 の 形 態 は 、 書 込 み 操 作 ま た は 読 取 り 操 作 時 に は 適 切 で は な く 、 所 定 の 時 間 の 時 間 間 隔 を
お い て 行 わ れ る 。 こ の 時 間 間 隔 は 使 用 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 設 定 す る こ と が で き る
。 こ の エ ラ ー チ ェ ッ ク を 行 う か 否 か の 決 定 は 好 ま し く は 使 用 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
３ ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 の ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 は デ ー タ 語 の ２ ビ ッ ト パ リ テ ィ 語 に つ い て 図
２ ～ ４ に 基 づ い て 説 明 し た 方 法 と 同 じ 方 法 で 、 エ ラ ー チ ェ ッ ク を 行 う た め に 使 用 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
カ ラ ム 指 向 の パ リ テ ィ の 代 わ り に 、 カ ラ ム 指 向 の Ｃ Ｒ Ｃ （ 周 期 的 冗 長 検 査 ） サ ム を 求 め 、
エ ラ ー チ ェ ッ ク の た め に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に も 、 語 の 書 込 み お よ び ま た は
読 み 取 り の 前 に 、 先 ず 最 初 に す べ て の デ ー タ 語 レ ジ ス タ １ ０ ｉ と チ ェ ッ ク ビ ッ ト レ ジ ス タ
１ ２ の 内 容 が 読 み 出 さ れ 、 新 た に Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 決 定 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 記 憶 さ れ た Ｃ Ｒ
Ｃ 語 と 一 致 し な い と き に は 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ Ｆ が 発 生 さ せ ら れ る か あ る い は 対 応 す る エ
ラ ー フ ラ グ が セ ッ ト さ れ る 。 両 Ｃ Ｒ Ｃ 語 が 一 致 す る と 、 書 込 み 操 作 ま た は 読 み 取 り 操 作 が
、 カ ラ ム 指 向 の パ リ テ ィ 語 発 生 に つ い て 上 述 し た よ う に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
カ ラ ム 指 向 の パ リ テ ィ と 周 期 的 に 行 わ れ る パ リ テ ィ チ ェ ッ ク ま た は Ｃ Ｒ Ｃ チ ェ ッ ク サ ム と
周 期 的 な Ｃ Ｒ Ｃ 演 算 に よ っ て 更 に 、 ア ド レ ス デ コ ー ダ 内 の エ ラ ー と 二 重 ビ ッ ト エ ラ ー と 他
の エ ラ ー を 検 出 す る こ と が で き る 。 チ ェ ッ ク ま た は 演 算 は 好 ま し く は 適 当 な ソ フ ト ウ ェ ア
に よ っ て 行 わ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
第 １ の メ モ リ ア ー キ テ ク チ ャ を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-500623 A 2004.1.8



書 込 み 操 作 の 過 程 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
読 み 取 り 操 作 の 過 程 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
語 指 向 の パ リ テ ィ の 発 生 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
第 ２ の メ モ リ ア ー キ テ ク チ ャ を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
カ ラ ム 指 向 の パ リ テ ィ の 発 生 を 示 す 図 で あ る 。
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